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協会ニュース  
協会設立５０周年を迎えて ５ 人材育成 

当協会でも「人材育成」は大きな課題であるが、「世代構成」もその１つである。職員

は年代ごとに適度なばらつきがあることが望ましい。 

もう 1 つの視点である「能力、資質向上」は、どの年代においても自分に限界を定め

ず、長所を伸ばし短所を克服することが望ましい。 

また、その立場や役割に対して求められる人材があるのも事実であり、福祉専門職などに

求められるものもそうである。資格は必ずしも“それ”を担保するものではないが、一定

のレベルに達している証明ともいえる。しかし、“それ”が何かを具体的に示すことは難

しい。 

事業運営や管理職に求められる役割や能力というものもあるが、これもまた知識や見て

いるだけで簡単に理解できたり、身につくものではなさそうだ。 

「質」は、目の前の業務を確実にこなしていれば結果として身につくという場合もあれ

ば、意識しないと身につかない、またはあえて自分に課していかないと身につかない、ま

たは失敗も覚悟で、あえて難しい課題に取り組ませることで身につく場合もあるだろう。 

教育課程も時代によって変わっていくし、いわゆる「○○世代」という傾向、時代背景

の影響も我々の自由にはならない。いずれにしても時間と労力をかけねば人材育成はでき

ない。 

５０周年を迎えて、自分たちの組織を大切に思う気持ち、組織を維持発展させていって

ほしいという気持ちを改めて感じる。今年度の理事会でも、今期中に世代交代を進めるこ

とが確認されている。変化しながらも、変わらないもの、

変えてはいけないものを大切にして、次の世代に協会運営

とソーシャルワークをしっかりと引き継いでいかねばなら

ないと感じている。                                          

（事務局） 



 

活動報告  ２０２３ 9 月  長月 
 

フォト日記 ジョイ３ お店探訪始末記 8.25 
 

今回お邪魔したのは、山鹿クリニック内 

１階レストラン『タイム』さんです。 

落ち着いた雰囲気の静かな空間と豊富なメニュー。 

定食に丼もの・蕎麦にうどん・カレーにパスタ、ドリンク類…。 

ほっとタイムが過ごせる場所。 

今回も、盛の良い、お好みメニューをチョイス。 

皆さん、残さずお腹に納めて、無事帰宅。 

次回も行くぞ、お金の続く限り⁈ お店探訪。 

ごちそうさまでした。★★★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォット日記 ジョイ３ お店探訪始末記 9.08 

 

 今回お邪魔したのは、湯川町の『きむらや』さんです。 

平日の昼頃は、働いている方々が多く来店される、人気店です。 

はたしてジョイの面々のお腹を満足させられたのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラーメン、チャーシューメン、冷やし中華、チャーハンそしてギョーザ 

皆さんのお腹の具合は・・・、メンバーさんの表情からご想像あれっ⁇。 

お腹いっぱい、胸いっぱい、ズボンのベルトがきつい、きつい。 

わたしのスカートは、ゴムなのでまだまだ余裕が…おかわりOK⁈ 

でも、私の財布もあなたの財布もピー・ピー鳴いています。 ★★★ 

お盆明け、お腹にやさしいのは蕎麦でしょ 

ピース、ピースで２品目の 

追加注文いっただきま～す。 

夏は冷やし中華が定番ですが、 

ちまたでは冷やしラーメンも好評です。 

「でもやっぱ夏こ

そ熱いラーメンで

しょ」と○○さん

の一言。 

 



 

 

 フォト日記 🍉パーティー ジョイ３ ９.08  

 

 今日はスイカパーティーの日 

スイカは丸ごとは食べられません。そこでメンバーさんに切って 

もらいました。包丁さばきが巧みな方、ソコソコの方、それでも 

指を切ることもなく、スイカを切り分けることが出来ました。 

切ったスイカをほお張る人、スプーンで少しずつ食べる人、人それぞれ。 

今年は暑い夏、スイカの当たり年、瑞々しく、甘いスイカを農家の皆さん 

ありがとう・・・ ごちそうさまでした。   

 

 

 

 

 

 

 
９月２１日 避難訓練を行いました。 

午前中、５F談話室から発火の想定です。 

119番の通報訓練も行いました。 

スタッフの声掛けで、避難開始です。 

お互いに声を掛け合いながら、スムーズに避難することができていました。 

一人での移動に不安がある方はスタッフが手を貸し、避難場所まで誘導しました。 

避難誘導と同時に、残っている利用者がいないかなどの確認も行います。 

指定の場所に避難したら、グループホームごとに並んで待機し、名簿を使ってチェック

していきます。すべての利用者の居場所を確認したら、避難完了となります。 

今回、火災発見から避難完了までかかった時間は7分52秒でした。なかなか早かっ

たのではないかと思います。 

訓練の最後に、防火管理者より、実際に火災が起きたとき、訓練をどう活かすかについ

て話がありました。 

あいにくの雨でしたが、多くの皆さんが参加することができました。 

その後、各グループホームに分かれ、非常階段や消火器の場所、喫煙するときの決まり

などを再確認しました。 

また各地で水害が頻発していることにも触れ、万が一水害が起きた場合の避難の仕方に

ついても説明しました。 

今後も様々な状況を想定し、有意義な避難訓練を行っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年もよろしく。（メンバー

一同より、スタッフ様へ） 



 

 

フォト日記 そうめん会 ジョイ３ 9.15 

 

好評につき、『そうめん会』第二弾‼  

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ひとコマ ーグループホームにてー   
 

他の職種と同じように、グループホームも業務の都合などで、担当者が変更になることがありま

す。もちろん滞りなく申し送りをして、なるべく同じように支援できるようにするのですが、そこ

は人間ですので、それぞれの性格が出るところ。利用者さんもそうであり、また新しい担当職員も

うまく信頼関係を作れるか、不安の中で支援関係がスタートすることがあります。 

 

ある日の面談の際、担当変更のためにこれから担当になる職員と 3 人で話をしていた時のことで

した。 

Ｎさんは最初緊張した様子で、少し手が震えていました。しかし、しっかりと自分の言葉で話し始

めました。 

Ｎさん：「昔は死にたくなって手首切ったこともあるし、電車で遠くに行っちゃったりしたことも 

あったよ」 

Ｎさん：「子供の頃もいろいろ大変で逃げ出したこともあったなぁ」 

Nさん：「今も怖い人がいたりするけど、何とかやってるよ」 

Ｎさん：「今はイヤホンしながらテレビとかみてるときが楽しいな。外食もたまにするよ」 

Ｎさん：「将来は一人暮らしもいいけどやっぱり、介護が必要になったら老人ホームに行くのがいい 

かな。もっと病院に近いグループホームとかな。」 

 

自分ではいつも伝えることが苦手とおっしゃっているＮさんですが、しっかりと自分の言葉で自

分自身について語ることができていたのです。最初はやはり緊張していたのでしょう。しかし、時

間が立つと、表情も和らぎ、自然に話すことができていました。本当は隠したいことや言いにくい

ことなども話すことができていました。苦手だった『気持ちを伝える事』もしっかりできるように

なり、頼もしく変化したNさんを知れた今回の一コマでした。 

 

編集後記 

やっと暑さも和らいできました。今年の夏は水害がとても多かったで

すね。ほとんど毎日どこかで道路冠水のニュースが流れていました。9

月は丁度避難訓練がありましたのでグループホームでの水害対策につい

ても話し合う機会になりました。自分の所は大丈夫と過信せずしっかり

対策することが必要だと思った今年の夏でした。（T） 

 

そうめんもおいしいです。でもこれからは、蕎麦

もおいしい季節です。チョット期待かも… 

ア⁈ い⁈〇〇です。 

美味しいイベント、 

お疲れ様です。★★★ 

次も期待しています。

○○より 

写真うまくとって

ね。できればくだ

さいネ。（注目され

たいアタシより） 

細くとも長く 

生きたい人生かな 


